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研究成果の概要（和文）：教育用地域情報基盤としての５GHz 帯無線アクセスシステム（包括免

許を得て運用）や光ファイバ通信網（地域学校のクラウドコンピューティング・システムによ

る広域支援等）、衛星通信網（JAXA 超高速インターネット衛星「きずな」を活用した e ラーニ

ング実験等）と、それらを相互接続した教育情報基盤の検証や高精細 HD 映像による遠隔映像対

話環境「超鏡」の開発、特別支援や地域教材におけるネットワークや情報技術の活用を試みた。 
 
研究成果の概要（英文）：A 5GHz wireless access system and fiber optic communication network 
(supporting regional cloud computing systems) was used to create a regional educational 
information infrastructure. E-learning using JAXAʼs ultra high-speed Internet satellite 
“KIZUNA” was tested. Using the above network infrastructures, a high-definition version 
of the shared presence “ HyperMirror ”  videoconferencing system was developed, 
network-based special needs and regional learning materials were created and deployed 
for wide-spread access, and additional benefits of these technologies were explored. 
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１． 研究開始当初の背景 
 1997 年、米国で SUPER ネット(Shared 
Unlicensed Personal Radio Network)が制定
され、5GHz 帯無線 LAN として開放された。合
計 300MHz に及ぶ帯域は 100MHz 毎に 3 分割さ
れ、特に 5.725-5.825GHz 帯は最大実効電力
４W と遠距離通信が可能、学校を中心とした
校区を覆う地域教育情報網の構築を主眼と
していることが謳われ、さらに帯域増強が図
られた。日本でも室内通信用の 5.15-5.35GHz
が順次利用可能となり、地域情報基盤につい

ても 2007 年 12 月から全国で 4.9GHz 帯
(4.9-5.0GHz)が利用可能となった。この大胆
な規制緩和は、光通信等と連携させることで
校区程度を対象とする地域情報基盤を革新
する力を有しており、当初の理念のように教
育分野における有効活用への期待があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、未来に生きる子どもたちのた
めのより良い環境（情報基盤）構築を教育分
野から促す長期目標の下、教育支援のための

機関番号：14401 

研究種目：基盤研究(A) 

研究期間：2007~2010 

課題番号：19200054 

研究課題名（和文）教育支援のための地域無線・光複合情報基盤の開発 

 

研究課題名（英文）Development of wireless and optical fiber information network for 

educational support  

研究代表者 

 前迫 孝憲（MAESAKO TAKANORI） 

大阪大学・人間科学研究科・教授 

 研究者番号：00114893 



地域無線・光通信複合情報基盤開発を直接の
目的とし、教育用地域情報基盤の構築実験や
交流学習支援のための遠隔映像対話環境「超
鏡」の高精細映像・低遅延時間化、客観的学
習評価方法の実践的確立、教材開発や利用に
おける情報技術の活用を目指した。 
 
３．研究の方法 
 遠隔映像対話環境「超鏡」については、食
育カリキュラムを日本とタイの小学校間（岐
阜、三重、千葉̶チェンマイ）で実施した他、
HD 高精細映像により日米間（阪大̶アトラン
タ国際会議場）で通信実験を行った後、宇宙
航空研究開発機構（JAXA）超高速インターネ
ット衛星「きずな」を介して大分県宇佐市と
大阪府八尾市の小学校間で３日連続して交
流学習を実施した。次に５GHz 帯無線アクセ
スシステムの包括免許を得て、高エネルギー
加速器研究機構（KEK）に移動局、筑波大に
基地局を設置、この地上無線通信系に筑波大
̶JAXA 間の光ファイバ網を接続、さらに JAXA
から「きずな」を介して奈良県の中等教育学
校と熊本県の中学校をつなぎ、KEK と２校の
３地点をメッシュ状に各々HD 映像２系統で
相互接続する教育情報基盤のモデルを構築、
HD「超鏡」を用いた素粒子に関する遠隔学習
を実施、信号は小笠原諸島でも受信された。
また、教育情報基盤のためのシンクライアン
ト方式やクラウドコンピューティングの試
行をおこなった。その他、教育分野における
脳科学や特別支援・地域展示教材開発におけ
る情報技術の活用を図った。 
 
４．研究成果 
 地域無線・光通信複合情報基盤に、当初は
予定に組入れていなかった衛星による多地
点超高速通信をも統合したモデル実験をお
こなうことが可能となったことにより、緊急
時等にも対応する先進的な教育情報基盤の
開発と検証を実践的に進めることができた。
また、次代の教育情報基盤の運用・維持管理
方法の確立を目指し、大阪の学校を対象にお
こなったクラウドコンピューティング等の
試行実験を通して、教育的課題を抽出した。
その他、学習状況の客観評価に向けた取組み
として前頭前野の NIRS データ等を基盤とす
る方法論の開拓や、特別支援教育のためのネ
ットワーク教材および科学館巡回展のため
の複合現実感等情報技術を活用した展示教
材の開発をおこなった。 
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